
法
然
門
下
の
関
東
武
士
─
─
熊
谷
蓮
生
の
「
夢
の
記
」
を
中
心
に
─
─

小
此
木
輝
之

　『
西
方
指
南
抄
』
に
「
お
お
ご
・
し
の
や
・
つ
の
と
、
こ
の
三
人
は
聖
人
根
本
の
弟
子
な
り
」（
昭
法
全
五
〇
七
）
と
記
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
大
胡
（
実
秀
）・
渋
谷
（
道
遍
）・
津
戸
（
為
守
）
は
法
然
の
古
く
か
ら
の
門
弟
で
あ
っ
た
。
彼
ら
を
含
め
、
法
然
面
受
の
関

東
武
士
を
入
門
順
に
示
す
。

①
熊
谷
直
実
　
＊
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
入
門

　
・�

元
久
元
年
…
…
又
こ
く
ら
く
ニ
、
所
く
わ
ん
ニ
し
た
か
ん
て
う
ま
る
と
の
給
へ
る
事
を
、
よ
こ
と
ニ
け
ん
さ
い
ニ
み
を
か
み
て
、

こ
と
し
ハ
十
一
年
ニ
、（『
熊
谷
蓮
生
自
筆
誓
願
文
』）

　
　
　
　
　
　
→
元
久
元
年
（
一
二
○
四
）
か
ら
十
一
年
前
は
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）

②
大
胡
実
秀
　
＊
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）
こ
ろ
入
門

　
・
上
野
ノ
ク
ニ
ノ
住
人
、
オ
ホ
コ
ノ
太
郎
ト
申
モ
ノ
、
京
ヘ
マ
カ
リ
ノ
ホ
リ
タ
ル
ツ
イ
テ
ニ
、（『
西
方
指
南
抄
』）

③
澁
谷
（
石
川
）
道
遍
　
＊
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）
こ
ろ
入
門

　
・�

彼
が
大
胡
実
秀
の
父
隆
義
の
便
り
を
取
り
次
い
だ
と
す
る
『
四
十
八
巻
伝
』
の
説
は
無
理
。『
決
答
授
手
印
疑
問
鈔
幷
縁
起
』
の

「
生
年
二
十
五
の
時
出
家
し
て
…
…
幼
少
の
時
、
弥
（
い
よ
い
よ
）
蓮
生
の
念
仏
せ
る
を
聞
き
て
」
と
す
る
熊
谷
直
実
と
同
年
（
建
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久
四
年
）
出
家
説
も
不
合
理
。

　
・『
西
方
指
南
抄
』「
オ
ホ
コ
・
シ
ノ
ヤ
・
ツ
ノ
ト
」
の
記
述
か
ら
津
戸
為
守
、
大
胡
実
秀
と
同
じ
こ
ろ
の
出
家
で
あ
ろ
う
。

④
津
戸
為
守
　
＊
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）
入
門

　
・�

建
久
六
年
（
一
一
九
五
）
二
月
、
東
大
寺
供
養
の
為
に
、
幕（頼
朝
）下上
洛
の
事
あ
り
き
。
為
守
生
年
三
十
三
に
て
供
奉
し
た
り
け
る
が
、

三
月
四
日
入
洛
し
、
同
二
十
一
日
上
人
の
庵
室
に
参
り
て
…
…
。（『
四
十
八
巻
伝
』）

⑤
薗
田
成
家
　
＊
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
入
門

　
・�

薗
田
の
太
郎
成
家
ハ
…
…
正
治
二
年
の
秋
、
大
番
勤
仕
の
た
め
に
上
洛
の
時	

そ
の
と
し
の
十
月
十
一
日
、
生
年
廿
八
歳
に
て
出

家
す
…
…
常
随
給
仕
六
ヶ
年
…
…
小
倉
の
上
人
と
そ
申
け
る
。（『
四
十
八
巻
伝
』）

⑤
甘
糟
太
郎
忠
綱
　
＊
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
以
前
の
入
門

　
・�

建
久
三
年
（
実
際
は
建
仁
三
年
［
一
二
〇
三
］）
比
叡
山
の
堂
衆
を
鎮
圧
の
と
き
、
高
声
念
仏
し
て
往
生
を
と
げ
た
と
い
う
。
同
郷

の
弥
次
郎
入
道
も
法
然
上
人
の
消
息
を
秘
蔵
し
て
念
仏
に
励
ん
だ
。（『
四
十
八
巻
伝
』）

⑥
桑
原
左
衛
門
　
＊
不
明
（
甘
粕
と
同
じ
頃
の
入
門
か
）

　
・
法
然
上
人
に
帰
依
し
、
京
都
の
祇
園
の
北
に
草
庵
を
む
す
び
、
口
称
の
念
仏
に
専
心
し
た
。

⑦
伊
豆
山
源
延
　
＊
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
以
前
の
入
門

　
・
こ
の
一
条
は
、
元
久
元
年
二
月
十
七
日
、
上
人
（
法
然
）
伊
豆
山
源
延
の
た
め
に
集
め
る
と
こ
ろ
也
。（『
浄
土
宗
略
要
文
』
奥
書
）

⑧
東
（
千
葉
）
胤
頼
　
＊
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
こ
ろ
入
門

　
・�（
西
仙
房
心
寂
の
）
妹
の
尼
公
…
…
つ
ゐ
に
元
久
元
年
の
冬
、
臨
終
正
念
に
し
て
…
…
念
仏
の
こ
ゑ
に
て
い
き
た
え
ぬ
。
…
…
大
番

の
武
士
千
葉
の
六
郞
大
夫
胤
賴
こ
れ
を
見
て
、
た
ち
ま
ち
に
発
心
出
家
す
。
上
人
給
仕
の
弟
子
、
法
阿
弥
陀
仏
こ
れ
な
り
。（『
四

第四部　浄土宗教団の成立と展開

744



十
八
巻
伝
』）

⑨
大
江
季
光
（
毛
利
西
阿
）　
＊
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
以
前
、
一
二
〇
〇
年
頃
入
門

　
・�
西
阿
は
専
修
念
仏
者
な
り
。
諸
衆
を
勧
請
し
、
一
仏
浄
土
の
因
を
欣
ん
が
た
め
、
法
事
讃
を
行
じ
て
廻
向
す
。
承
久
三
年
（
一
二

二
一
）
出
家
。（『
吾
妻
鏡
』）

⑩
宇
都
宮
頼
綱
　
＊
承
元
二
年
（
一
二
〇
八
）
の
入
門

　
・�

承
元
二
年
（
一
二
〇
八
）
十
一
月
八
日
、
上
人
の
勝
尾
の
草
庵
に
た
づ
ね
参
じ
て
、
念
仏
往
生
の
法
門
御
教
訓
を
か
う
ふ
る
…
…

一
向
専
念
の
外
、
他
事
な
か
り
き
（『
四
十
八
巻
伝
』）。

　
・
上
人
御
往
生
の
後
…
…
善
恵
上
人
の
見
参
に
入
て
上
人
御
往
生
の
後
も
…
…
（『
九
巻
伝
』）

⑪
天
野
四
郎
　
＊
不
明

　
　
　
　
　
○

　
関
東
武
士
の
法
然
面
受
の
契
機
は
、
京
都
大
番
役
（
薗
田
氏
・
東
氏
）
や
東
大
寺
大
仏
供
養
の
扈
従
（
津
戸
氏
）
な
ど
が
多
か
っ
た
。

そ
れ
以
外
に
も
宇
都
宮
氏
の
よ
う
に
京
都
に
居
宅
を
構
え
、
貴
族
（
冷
泉
家
）
と
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
よ
う
な
在
京
武
士
も
存
在
し
た
。

　
入
信
の
理
由
は
、『
四
十
八
巻
伝
』
に
「
仮
令
、
軍
陣
に
戦
い
、
命
を
失
う
と
も
、
念
仏
せ
ば
、
本
願
に
乗
じ
、
来
迎
に
与
ら
む
事
、

努
々
疑
う
べ
か
ら
ず
」（
甘
糟
氏
）
と
説
き
、「
射
獦
を
事
と
し
て
、
罪
悪
を
恣
に
す
。
上
人
、
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
弥
陀
の
本
願
に
乗

じ
て
極
楽
に
往
生
す
る
」（
薗
田
氏
）
と
述
べ
、
ま
た
「
罪
の
軽
重
を
言
わ
ず
、
唯
、
念
仏
だ
に
も
申
せ
ば
往
生
す
る
な
り
。
別
の
様

な
し
と
宣
う
」（
熊
谷
氏
）
と
率
直
に
話
し
た
法
然
の
対
応
に
あ
っ
た
。
勿
論
、
そ
の
前
に
命
に
関
わ
る
武
士
の
勤
め
に
つ
い
て
の
反

省
の
思
い
が
あ
っ
た
。
加
え
て
彼
ら
を
法
然
面
受
ま
で
駆
り
立
て
た
背
景
に
は
、
法
華
止
観
と
念
仏
三
昧
を
説
い
た
関
東
天
台
宗
の
教

え
が
あ
っ
た
。
そ
の
地
域
に
育
ち
、
や
が
て
確
執
を
招
く
嘉
禄
以
降
の
法
難
の
理
由
も
そ
こ
に
存
在
し
て
い
た
。
な
お
、
院
政
に
倣
う
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よ
う
な
武
士
の
出
家
（
形
式
的
に
隠
居
し
、
家
督
の
実
権
を
保
持
し
た
）
は
、
幕
府
に
と
っ
て
「
奉
公
」
回
避
の
手
段
と
も
認
識
さ
れ
、

若
く
し
て
許
可
を
得
な
い
出
家
は
次
第
に
禁
止
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
法
然
門
下
の
関
東
武
士
に
つ
い
て
の
著
書
は
、
梶
村
昇
氏
『
熊
谷
直
実
』・『
宇
都
宮
一
族
』・『
津
戸
三
郎
為
守
』
が
あ
り
、『
勢
観

房
源
智
』
や
『
禅
勝
房
』
等
も
著
述
し
て
い
る
。
ま
た
菊
地
勇
次
郎
氏
は
、
関
東
武
士
に
限
ら
ず
源
智
・
静
遍
・
明
禅
・
宗
源
・
源

延
・
禅
勝
房
等
の
法
然
門
下
を
と
り
あ
げ
た
。
小
此
木
輝
之
は
、
大
胡
氏
・
宇
都
宮
氏
・
熊
谷
直
実
・
津
戸
為
守
・
薗
田
成
家
等
に
つ

い
て
考
証
し
、
そ
の
後
、
大
胡
実
秀
・
薗
田
成
家
・
熊
谷
直
実
・
津
戸
為
守
・
宇
都
宮
頼
綱
・
毛
利
西
阿
・
渋
谷
道
遍
・
三
浦
氏
・
千

葉
氏
・
桑
原
左
衛
門
入
道
・
甘
糟
忠
綱
・
弥
次
郎
入
道
・
北
条
朝
直
・
諏
訪
盛
重
等
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
来
は
こ
れ
以
外
に
も
紹

介
す
べ
き
著
書
も
多
数
あ
り
、
ま
た
そ
の
内
容
も
紹
介
す
べ
き
で
あ
る
が
、
省
略
し
た
い
。
ま
た
研
究
史
と
し
て
紹
介
す
べ
き
多
く
の

論
文
も
あ
る
が
、
全
て
紙
幅
の
関
係
で
割
愛
す
る
。
関
東
武
士
に
限
る
こ
と
で
は
な
い
が
、
宗
史
研
究
の
基
本
姿
勢
と
し
て
は
、
ま
ず

『
四
十
八
巻
伝
』、『
九
巻
伝
』
等
に
記
載
さ
れ
た
宗
内
史
料
を
お
さ
え
、
次
い
で
記
載
内
容
が
一
般
史
料
や
他
宗
伝
承
史
料
と
比
較
し
、

確
認
す
る
作
業
が
宗
史
の
客
観
性
を
求
め
る
手
が
か
り
と
な
る
。
ま
た
、
宗
内
史
料
に
引
用
さ
れ
た
記
録
や
文
書
が
一
般
史
料
に
も
存

在
す
れ
ば
、
そ
の
内
容
の
比
較
検
討
が
重
要
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
現
物
史
料
（
記
録
や
消
息
）
が
残
存
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
内
容
が

最
も
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
趣
旨
で
執
筆
の
規
定
に
沿
わ
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
公
開
さ
れ
な
か
っ
た
熊
谷
直
実
に
か
か
る

「
夢
の
記
」
の
原
史
料
に
つ
い
て
以
下
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
○

　『
四
十
八
巻
伝
』（
二
十
七
巻
）
に
収
載
さ
れ
る
熊
谷
蓮
生
の
「
夢
の
記
」
は
、
上
品
上
生
だ
け
を
ひ
た
す
ら
願
っ
た
彼
の
心
情
が
端

的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
人
口
に
膾
炙
す
る
こ
の
「
夢
の
記
」
の
底
本
が
嵯
峨
清
凉
寺
に
あ
る
こ
と
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な

い
し
、
そ
の
書
誌
的
研
究
は
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
。
結
論
か
ら
示
せ
ば
、
同
寺
所
蔵
の
『
熊
谷
直
実
自
筆
誓
願
文
』（
巻
子
装
　
現
題

（

）
1

（

）
2

（

）
3

（

）
4

（

）
5
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簽
「
誓
願
状
」）
の
末
尾
の
一
部
か
ら
そ
れ
が
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
ず
は
対
校
の
た
め
、
左
の
上
段
に
『
四
十
八
巻
伝
』
の

当
該
部
分
を
掲
げ
、
下
段
に
筆
者
が
翻
刻
し
た
『
誓
願
文
』
を
示
す
。

又
極
楽
に
所
願
に
随
て

生
る
と
の
給
へ
り
。（
以
下
十
四
行
挿
入　

一
行
削
除
）

下
八
品
の
往
生
、
わ
れ
す
て
、
し
か
も
ね
が
は
ず
。
か
の
国

土
に
い
た
り
を
は
り
て
、
す
な
は
ち
か
へ
り
来
事
あ
た
は
ざ

れ
ば
な
り
、
か
さ
ね
て
こ
ふ
我
願
に
を
い
て
、
或
は
信
じ
或

は
信
ぜ
ざ
ら
ん
も
の
、
ね
が
は
く
は
信
と
謗
と
を
因
と
し
て
、

み
な
さ
ま
に
浄
土
に
む
ま
る
べ
し
。

于
時
元
久
元
年
五
月
十
三
日
午
時
に
偈
の
文
を
む
す
び
て
、
蓮

生
い
ま
願
を
お
こ
す
。
熊
谷
の
入
道
は
六
十
七
な
り
、
京
の
鳥

羽
に
て
、
上
品
上
生
の
迎
へ
の
曼
陀
羅
の
御
前
に
て
こ
れ
を
か

く
。
已
上
取
詮
。
又
和
字
の
偈
の
文
を
、
隆
寛
律
師
漢
字
に
か

き
な
さ
れ
け
る
。

下
八
品
往
生
　
　
我
捨
而
不
願

致
彼
国
土
已
　
　
即
不
能
還
来

重
乞
於
我
願
　
　
或
信
或
不
信

62
　
を
さ（悟
）と
る
、「
又
こ（
極
楽
）

く
ら
く
ニ
そ（
所
願
）

ぐ
わ
ん
ニ
し（随
）た
が
ん
て

63
　
う（生
）ま

る
と
の
給
へ
」
る
事
を
、
よ（夜
ご
と
）

こ
と
に
け（
現
在
）

ん
さ
い
ニ

64
　
み（
御
拝
）

を
か
み
て
、
こ（
今
年
）
と
し
ハ
十
一
年
ニ
な
る
、
又
う（疑
）た
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願
信
謗
為
因
　
　
皆
当
生
浄
土

又
蓮
生
自
筆
の
夢
の
記
云
、

（
65
に
続
く
）
上
品
上
生
に
む
ま
る
べ
し
と
い
ふ
夢

（
文
欠
）
た
び
た
び
見
た
り
。
そ
ば
の
人
も
み
て
告
た
り
。

（
文
欠
）
善
導
は
夢
を
見
て
さ
と
り
て
、
観
経

の
疏
は
作
給
へ
り
。
惠
心
又
往
生
要
集
ニ
、

夢
を
見
て
記
し
給
へ
り
。
又
珍
海
決
定

往
生
集
、
夢
を
見
て
記
し
給
へ
り
。（
文
欠
）

法
華
経
に
、
四
安
楽
の
行
者
の
、
夢
の
中
の
八
相
を
記
し
た
ま

へ
り
。

し
か
る
に
、
れ
ん
せ
い
五
月
十
三
日
に
此
願
を
発
て
、

同
二
十
二
日
の
夜
、
阿
弥
陀
仏
に
申
さ
く
、

（
文
欠
）
蓮
生
が
お
こ
し
て
候
願
成
就

す
べ
く
ば
、
疑
ま
じ
か
ら
ん
御
示
現
た
べ
、

又
叶
ま
じ
く
ば
叶
ま
じ
と
示
現

た
べ
、
と
な
だ
さ
ま
に
も
、
う
た
が
ふ
ま
じ
か
ら
ん

示
現
た
べ
（
文
欠
）
と
申
て
ね
た
る
そ
の
夜
、
す
な

は
ち
夢
に
見
る
様
、
金
色
の
蓮
の

65
　
か
ハ
す
、「
上
品
上
生
ニ
う（生
）ま
る
へ
し
と
い
ふ
ゆ（夢
）め
、

66
　
み（自
ら
ヵ
）
か
ら
ニ
た（
度
々
）

ひ
〳
〵
み
た
り
、そ（側
）ハ
の
人
も
み
て
つ（告
）け
た
り
、

67
　
そ
れ
ニ
、せ（
善
導
）

ん
た
う
ゆ（夢
）め

を
み
て
さ（悟
）と

ん
て
、く
（
観
経
）

わ
き
や
う

68
　
の
そ
（
疏
）ハ
つ
く
り
給
へ
り
、
ゑ（
恵
心
）
し
ん
又
往
生
え（
要
集
）

う
し
う
ニ

69
　
ゆ（夢
）め
を
み
て
き（記
）し
給
へ
り
、
又
ち（珍
海・東
寺
）

ん
か
い
く
（
決
定
）

ゑ
ち
ゝ
や
う

70
　
往
生
の
す
（
集
）ニ
、ゆ（夢
）め
を
み
て
き（記
）し
給
へ
り
、○
　
し
か
る
ニ

71
　�

ほ（
法
華
経
）

け
ゝ
や
う
ニ
、
し（
四
安
楽
）

あ
ん
ら
く
の
き（
行
者
）

や
う
さ
の
ゆ（夢
）め
の
中

の
八
さ（相
）う
き（記
）し
給
へ
り
、

72
　
れ（
蓮
生
）

ん
せ
い
、
五
月
十
三
日
ニ
こ
の
く（
願
）
わ
ん
を
（ゝ
発
）こ
し
て
、

73
　
お（同
）な
し
き
廿
二
日
の
よ
（
夜
）、
あ
（
阿
弥
陀
仏
）

み
た
ほ
と
け
ニ
ま
（
申
）う
さ
く
、

74
　
ふ（伏
し
な
が
ら
）

し
な
か
ら
蓮
生
か
を（発
）こ
し
て
候
く（
願
）
わ
ん
上（成
就
）す

75
　
す
へ
く
ハ
、
う（疑
）た
か
ふ
ま
し
か
ら
ん
、
御
し（
示
現
）

ん
け
ん
事
、

76
　
又
か（叶
）な
ふ
ま
し
く
ハ
か（叶
）な
ふ
ま
し
、
と
し（
示
現
）

ん
け
ん

77
　
た（給
へ
）へ、
と（
何
方
様
）

か
た
さ
ま
に
も
、
う（疑
）た
か
ふ
ま
し
か
ら
ん
御

78
　
し（
示
現
）

ん
け
ん
た（給
）ふ
へ
く
候
、
と
申
て
ね（寝
）た
る
、
そ
の
す（即
）な

79
　
は
ち
ゆ（夢
）め
に
み
る
や（様
）う
、
こ（
金
色
）

ん
し
き
の
ハ（蓮
）ち
す
の
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花
の
く
き
は
な
が
く
て
、
枝
も
な
く
て
そ
ろ
〳
〵

と
し
て
た
ゞ
一
本
立
た
る
に
、
そ
の
め
ぐ
り
に
、

人
十
人
ば
か
り
居
ま
い
り
て
あ
る
に
、
蓮
生

申
事
ぞ
、
こ
と
人
は
一
人
も
あ
れ
が
上
に
は
、

の
ぼ
り
え
じ
、
蓮
生
一
人
は
、
一
定
の
ぼ
る

べ
き
な
り
と
い
ひ
は
つ
れ
ば
、
い
か
に
し
て
の
ぼ
り
た
り
、

と
も
お
ぼ
え
ず
し
て
、
そ
の
蓮
の
花
の
上
に

の
ぼ
り
て
、
端
座
し
て
居
た
り
と
見
は
つ
れ
ば
、
夢

さ
め
お
は
り
ぬ
。
又
願
お
こ
す
。
こ
の
願

ま
こ
と
な
る
べ
く
ば
、
臨
終
に
ゆ
ゝ
し

か
ら
ん
人
々
耳
目
お
ど
ろ
く
ば
か
り
の

瑞
相
を
ま
づ
現
じ
て
、
も
ろ
〳
〵
の
人
に

弥
陀
の
本
願
、
見
う
ら
や
ま
せ
給
へ
と
お
こ
し
た
り
。

故
に
上
品
上
生
の
往
生
、
い
よ
〳
〵
疑
な
き
な
り
。

（
文
欠
）

又
同
年
六
月
廿
三
日
の
夢
、
同
じ
心
な
り
。
已
上
取
詮

80
　
花
の
、
く（茎
）き

ハ
な（長
）か

く
て
、
え（枝
）た

も
な
く
て
、
そ
ろ
〳
〵

81
　
と
し
て
、
た
ゝ
い（
一
本
）

ん
ほ
ん
た
ち
た
る
ニ
、
そ
の
め（周
）く
り
ニ

82
　
人
十
人
は
か
り
ゐ（
居
回
）
ま
ハ
り
て
あ
る
ニ
、
れ（
蓮
生
）

ん
せ
い

83
　
申
す
こ
と
そ
、
こ（異
）と
人
ハ
一
人
も
あ
れ
か
う（上
）え
ニ
ハ

84
　
の（登
）ほ

り
え
（
得
）し

、
蓮
生
一
人
ハ
、
い
（
一
定
）

ち
ゝ
や
う
の（登
）ほ

る

85
　
へ
き
な
り
と
ゆ（
言
果
）
い
は
つ
れ
ハ
、
い
か
に
し
て
の（登
）ほ
り
け
り

86
　
と（と
も
）んお（覚
）ほ
へ
す
し
て
、
そ
の
は（蓮
）ち
す
の
は（花
）な
の
う（上
）ゑ
に

87
　
の（登
）ほ
り
て
、
た（
端
座
）
ん
さ
し
て
ゐ
た
り
と
み（
見
果
）
ハ
つ
れ
ハ
、
ゆ（夢
）め

88
　
さ（醒
）め
了
、
又
く（
願
）
わ
ん
を
ゝ
こ
す
、
こ
の
く（
願
）
わ
ん

89
　
ま
（
真
）事
な
る
へ
く
は
、
り（
臨
終
）

ん
し
う
ニ
ゆ（
由
々
）
ゝ
し

90
　
か
ら
ん
人
々
、
し
（
耳
目
）ほ
く
を（
驚
）
と
ろ
く
は
か
り
の

91
　
ず（
瑞
相
）

い
さ
う
を
、
ま（先
）つ
け（現
）ん
し
て
、
も（
諸
々
）

ろ
〳
〵
の
人
ニ

92
　
み（弥
陀
）たの
ほ
（
本
願
）

ん
く
わ
ん
、み（見
羨
）
う
ら
や
ま
せ
給
へ
と
を（発
）こ
し
た
り
、

「
か
（
紙
背
）る
か
ゆ
へ
に
上
品
上
生
の
往
生
い
よ
〳
〵
う（疑
）た
か
ひ
な
き
也
、」

「
そ
の
（ゝ
後
）ち
こ
の
ゆ（夢
）め
ハ
み
た
る
也
、

 
　
　
　
　
同
年
六
月
廿
三
日
の
ゆ（夢
）め
を（
同
）
な
し
、
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蓮
生
自
筆
の
発
願
の
文
、
夢
記
等
は
、
み
な
和
字
な
り
と
い
へ

ど
も
、
よ
み
に
く
き
に
よ
り
て
、
少
々
漢
字
に
な
す
。

□
□
れ
に
く
し
た
り
□
□
」

　
ま
ず
『
四
十
八
巻
伝
』
編
纂
材
料
の
原
本
が
残
っ
て
い
る
こ
と
自
体
が
貴
重
で
、
小
論
執
筆
の
主
眼
も
そ
こ
に
あ
る
。『
四
十
八
巻

伝
』
に
お
い
て
「
蓮
生
自
筆
の
夢
の
記
」
と
か
、「
蓮
生
自
筆
の
発
願
の
文
、
夢
記
等
」
と
表
現
し
、
あ
た
か
も
「
夢
の
記
」
が
独
立

し
た
記
録
の
ご
と
く
表
現
し
、
ま
た
編
集
し
て
い
る
。
し
か
し
、
正
し
く
は
右
の
下
段
に
示
し
た
『
誓
願
文
』（
以
下
、
単
に
「
底
本
」

と
す
る
）
の
後
半
部
分
（
翻
刻
に
あ
た
り
、「
底
本
」
に
は
本
文
の
行
頭
か
ら
番
号
を
付
し
た
が
、
そ
の
65
行
目
か
ら
92
行
目
）
を
摘
録
し
た

こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
料
紙
奥
の
紙
背
文
の
一
部
も
加
え
て
、「
夢
の
記
」
と
し
て
編
集
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　
内
容
は
、
上
品
上
生
に
往
生
す
る
夢
を
蓮
生
は
こ
れ
ま
で
も
度
々
見
て
い
る
こ
と
。
そ
の
功
徳
に
つ
い
て
善
導
は
夢
の
告
げ
で
『
観

経
疏
』
を
執
筆
し
、
恵
心
源
信
は
夢
み
て
『
往
生
要
集
』
を
作
成
し
、
珍
海
は
『
決
定
往
生
集
』
を
記
し
、
ま
た
法
華
経
の
事
例
等
も

あ
げ
て
い
る
。
当
否
は
と
も
か
く
、
蓮
生
に
お
い
て
夢
見
と
願
成
就
は
相
即
す
る
も
の
と
し
て
強
く
認
識
さ
れ
て
い
た
。
つ
い
で
蓮
生

は
、
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
の
五
月
十
三
日
に
発
願
し
、
二
十
二
日
ま
で
ひ
た
す
ら
阿
弥
陀
仏
に
願
っ
た
。
そ
の
夜
、
茎
の
長
い
金

色
の
蓮
の
花
の
周
り
に
十
人
ば
か
り
の
人
が
集
ま
り
、
蓮
生
だ
け
が
登
り
得
て
端
座
で
き
た
夢
を
み
た
。
醒
め
て
な
お
、
臨
終
の
時
に

は
弥
陀
の
本
願
に
よ
り
人
々
が
う
ら
や
む
程
の
瑞
相
が
現
れ
る
よ
う
に
と
念
願
し
た
。
夢
見
が
強
け
れ
ば
鞏
固
な
確
信
と
な
る
。
こ
う

し
て
、
蓮
生
は
上
品
上
生
の
往
生
を
確
信
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
の
が
「
夢
の
記
」
の
概
要
で
あ
る
。

　
以
下
、
両
本
の
異
同
（
上
段
に
太
字
で
示
し
た
箇
所
）
を
少
し
解
説
し
た
い
。
ま
ず
『
四
十
八
巻
伝
』
は
、「
底
本
」
62
～
63
行
の
一

部
を
引
用
す
る
が
、
そ
れ
に
続
く
「
下
八
品
の
往
生
わ
す
れ
て
…
…
」
以
下
の
14
行
は
出
典
不
明
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
「
底
本
」
に

は
存
在
し
な
い
。
こ
こ
に
は
、
蓮
生
の
上
品
上
生
の
願
や
「
元
久
元
年
五
月
十
三
日
午
時
に
偈
の
文
を
む
す
び
て
、
蓮
生
い
ま
願
を
お
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こ
す
。
熊
谷
の
入
道
は
六
十
七
な
り
」
な
ど
と
あ
る
。
ま
た
、
蓮
生
は
発
願
の
偈
文
を
和
語
で
書
い
た
と
す
る
が
、
そ
の
偈
文
は
現
存

し
な
い
。
そ
れ
を
隆
寛
が
漢
語
に
改
め
た
い
う
偈
文
を
収
載
し
て
い
る
。「
夢
の
記
」
導
入
文
と
し
て
の
14
行
に
及
ぶ
『
四
十
八
巻
伝
』

の
記
述
内
容
を
全
て
創
作
も
し
く
は
脚
色
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
「
底
本
」
に
は
見
ら
れ
ず
、
こ
の
部
分
を
確
認
で
き

る
現
存
史
料
は
存
在
し
な
い
。

　
そ
し
て
、「
又
蓮
生
自
筆
の
夢
の
記
云
」
と
し
て
「
底
本
」
65
行
目
か
ら
を
引
用
し
、「
夢
の
記
」
と
し
て
独
立
さ
せ
た
。
な
お
、
そ

の
前
の
64
行
目
が
削
除
さ
れ
て
い
る
点
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、「（
極
楽
に
う
ま
る
事
）
夜
ご
と
に
現
在
ニ
御
拝
み
て
、

今
年
は
十
一
年
ニ
な
る
」（
一
部
漢
字
に
変
換
）
と
い
う
蓮
生
の
浄
土
に
帰
入
し
た
年
次
を
示
す
重
要
記
事
で
あ
る
。『
四
十
八
巻
伝
』

編
者
は
こ
の
事
実
は
無
視
し
て
（
少
な
く
と
も
採
用
せ
ず
）「
夢
の
記
」
を
紹
介
す
る
。
こ
の
こ
と
は
既
に
福
田
行
慈
氏
が
指
摘
し
て
い

る
こ
と
な
の
で
詳
細
は
割
愛
す
る
（「
吉
水
入
門
後
の
熊
谷
直
実
に
つ
い
て
」『
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
』
七
）。

　
さ
て
、「
夢
の
記
」
と
「
底
本
」
の
文
字
の
異
同
を
見
る
。
削
除
（
欠
文
）
し
た
と
こ
ろ
は
66
・
67
・
70
・
74
・
78
等
の
各
行
に
見

ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
「
自
ら
」、「
そ
れ
に
」
等
を
削
除
し
て
文
章
を
整
え
た
も
の
で
、
72
行
目
の
「
し
か
る
に
」
を
加
え
た
り
、
77

行
目
の
「
ど
か
た
さ
ま
」
を
「
ど
な
た
さ
ま
」
に
代
え
て
い
る
の
は
校
訂
の
範
囲
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
注
目
す
べ
き
は
、「
底
本
」
は
92
行
目
ま
で
で
完
結
し
て
い
る
が
、
料
紙
奥
の
紙
背
に
「
か
る
か
ゆ
へ
に
上
品
上
生
の
往
生
い
よ

〳
〵
疑
ひ
な
き
也
」「
そ
の
後
こ
の
夢
ハ
み
た
る
也
、
同
年
六
月
廿
三
日
の
夢
同
じ
、
□
□
れ
に
く
し
た
り
□
□
」
と
あ
る
部
分
も
一

部
収
録
し
て
い
る
（
傍
線
部
分
は
収
録
せ
ず
）。
現
状
の
「
底
本
」
は
、
料
紙
が
裏
打
ち
さ
れ
て
紙
背
は
判
読
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
が
、

『
四
十
八
巻
伝
』
編
纂
の
こ
ろ
は
確
認
で
き
る
状
態
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
底
本
」
料
紙
の
裏
側
の
文
字
ま
で
確
認
し
、
そ
れ

ら
を
丁
寧
に
翻
刻
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、『
四
十
八
巻
伝
』
編
者
の
姿
勢
は
大
い
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、『
四
十
八
巻
伝
』
は
、
末
尾
に
「
蓮
生
自
筆
の
発
願
の
文
、
夢
記
等
は
、
み
な
和
字
な
り
と
い
へ
ど
も
、
よ
み
に
く
き
に
よ
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り
て
少
々
漢
字
に
な
す
」
と
あ
る
が
、
右
に
見
た
よ
う
に
蓮
生
の
筆
は
元
来
、
漢
字
か
な
交
じ
り
文
で
あ
っ
た
。「
和
文
」（
仮
名
文

字
）
だ
け
で
は
な
い
。『
四
十
八
巻
伝
』
の
編
者
は
仮
名
を
漢
字
に
改
め
、
一
部
加
筆
・
修
正
・
削
除
し
た
部
分
も
あ
る
が
、
文
体
を

整
え
、「
底
本
」
の
末
尾
を
中
心
に
「
夢
の
記
」
と
し
て
体
裁
を
整
え
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
　
　
　
　
○

　
と
こ
ろ
で
、『
熊
谷
直
実
自
筆
誓
願
文
』
に
は
次
の
ご
と
き
文
書
が
、
少
し
間
を
あ
け
て
同
じ
巻
子
に
装
幀
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り

『
誓
願
文
』
は
二
紙
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
全
く
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
写
真
と
翻
刻
文
を
示
し
て
お
く
。

「
ふ
（
端
裏
書
）
く

（
福
来
）き
た
る
本
く（願
）わ
ん
を
□
□
□
□
□
□
□
□

 

十
月
一
日
の
こ（
御
論
義
）

ろ
ん
き
の
ゆ（夢
）め
也
、
ろ
ん
に
ん
□
□
□
□
」

1
　
　
　
　
　
　
か（
鎌
倉
）

ま
く
ら
に
つ（着
く
日
の
夜
）

く
ひ
の
よ
也
、

2
　
元
久
三
年
十
月
一
日
よ

（
夜
）、
ゆ（夢
）め
に
み
る
、

3
　
蓮
生
、
卌
よ
（
余
）は
か
り
な
る
そ（僧
）う
の
往
生

4
　
の
ほ（法
）う
を
ゆ（
言
　破
）

い
や
ふ
ら
ん
と
て
、
蓮
生
と
ろ（論
）ん
す

5
　
る
に
、
む（向
）か
う
て
い（言
）ふ
や
う
そ
、
往
生
こ（
極
楽
）

く
ら
く
ハ
、

6
　
み（弥
陀
）たの
ほ
（
本
願
）

ん
く
わ
ん
に
し（如
）く
事
ハ
な
し
、

7
　
た
ゝ
み（弥
陀
）たの
ほ
（
本
願
）

ん
く
わ
ん
を
も（
以
て
）
ん
て
す
と

8
　
い（言
　放
）
	

ふ
は
な
し
て
の
事（言
葉
）ハな
し
、
と
い（言
）は
れ
て
、

9
　
□
（
こ
ヵ
）のろ（論
）ん
す
る
そ（僧
）う
、
こ（
言
葉
）
と
ハ
も
せ
す
、
も（
物
　言
）

の
い
ハ
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10
　
す
し
て
ゐ（居
）た

り
と
み
る
ニ
、
あ
（
余
り
本
願
）

ま
り
ほ
ん
く
わ
ん
そ

11
　
と
、
ゆ（
言
い
詰
）

い
つ
め
ら
れ
て
、
め
（
眼
）を
ひ（拉
）し
き
て
、
み（見
）も

12
　
ひ（開
）ら
か
す
し
て
、
う（俯
）つ
ふ
り
ふ（伏
）し
て
、

13
　
あ（有
）る
と
み（見
）る
ほ
と
に
、
た
ゝ
う（失
）せ
に
う
せ
て
、
人
に

14
　
て
も
な
ら
て
、
き（
消
々
）

え
〳
〵
と
た
ゝ
う（失
）せ

う
た
る
、

15
　
け（現
に
現
に
）

に
〳
〵
と
な（無
）く
な
る
と
み（見
）つ
、
ほ（他
）か
へ
ゆ（
行
　失
）

き
う
す

16
　
る
と
ハ
み（見
）え
す
、
た
ゝ
き（
消
　失
）

え
う
す
る
と
み
え
つ
る
也
、

17
　
又
ゆ（夢
）め
ニ
を（同
）な
し
よ（
夜
見
）
み
る
、
こ
れ
ハ
さ（前
）き
ニ
見
ゑ
た
り
、

18
　
正
月
一
日
に
て
あ
る
に
、
か（
館
内
）

ん
た
い
の
か（門
）と
ニ
き（来
）て

19
　
ゐ（居
）て
い（言
）ふ
や
う
、
ふ（福
）く
の
ふ（
福
良
）

く
よ
し
、
と（富
）み
の
と（富
）み

20
　
よ（良
）し
、
ま（参
）い
り
て
候
、
と
い（言
）ふ
を
き（聞
）ゝ
て
、
れ（
蓮
生
）

ん
せ
い
か

21
　
い（言
）ふ

や
う
を
さ（醒
）め

つ
〳
〵
と
三
と
い（言
）ふ

〳
〵
と
み（見
）つ

る
な
り
、

22
　
そ
の
つ
と
め
て
十
月
二
日
き
し
了
、

23
　
こ
れ
ハ
ま
さ
し
く�

蓮
生

24
　
み（
御
嶽
）
た
け
の
御
し（
示
現
）

ん
け
ん
也
、�

（
花
押
）

25
　
う（
氏
神
）

ち
か
み
に
て
わ（
御
座
）
し
ま
す
、
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こ
の
文
書
は
、
料
紙
袖
の
「
端
裏
」
に
「
福
来
た
る
本
願
を
…
…
」「
十
一
月
の
御
論
議
の
夢
也
…
…
」
と
あ
り
、
本
文
に
は
、
元

久
三
年
（
一
二
〇
六
）
十
月
一
日
（
恐
ら
く
京
都
か
ら
鎌
倉
に
着
い
た
日
）
に
見
た
夢
を
記
し
て
い
る
。
内
容
は
、
四
十
余
歳
の
僧
の

「
往
生
の
法
」
を
蓮
生
が
論
破
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
僧
は
「
往
生
極
楽
は
弥
陀
の
本
願
の
み
あ
っ
て
言
葉
な
ど
無
い
」
と
言

い
、
ひ
た
す
ら
黙
し
た
。
そ
し
て
（
な
お
論
争
を
挑
ん
だ
直
実
に
）「
余
り
本
願
ぞ
」
と
折
伏
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
上
、
目
も
見
え

な
く
な
り
、
僧
は
人
で
な
い
ほ
ど
小
さ
く
な
り
消
え
失
せ
た
。

　
ま
た
、
そ
れ
よ
り
前
に
見
た
夢
は
、
正
月
の
門
前
に
「
福
よ
し
、
冨
よ
し
、
参
り
ま
し
た
」
と
い
う
声
を
聞
き
、
蓮
生
の
言
葉
を

「
醒
め
た
」（
覚
醒
し
た
）
と
三
度
繰
り
返
し
て
い
た
。
蓮
生
は
こ
れ
を
「
御
嶽
の
示
現
也
、
氏
神
に
て
御
座
し
ま
す
」
と
記
し
て
い
る
。

東
京
都
青
梅
市
に
あ
る
武
蔵
御
嶽
神
社
は
、
畠
山
氏
を
は
じ
め
、
中
世
に
お
け
る
多
く
の
武
蔵
国
の
武
士
に
信
仰
さ
れ
た
神
社
で
あ
る
。

蓮
生
も
こ
れ
を
「
氏
神
」
と
し
て
尊
崇
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
ゆ
め
を
翌
日
に
記
し
た
の
が
こ
の
一
紙
で
あ
る
。

　
こ
の
一
紙
こ
そ
、
そ
の
ま
ま
「
夢
の
記
」
と
言
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
法
然
の
教
え
を
信
じ
た
蓮
生

伝
と
し
て
は
内
容
に
欠
け
る
。『
四
十
八
巻
伝
』
の
編
者
は
そ
れ
を
承
知
で
（
あ
る
い
は
こ
の
一
紙
に
示
唆
を
得
て
）
先
の
「
夢
の
記
」

を
作
り
上
げ
た
の
で
は
な
い
か
。
言
う
ま
で
も
な
く
『
四
十
八
巻
伝
』
は
伝
記
を
詳
細
に
記
し
て
は
い
る
が
、
随
所
に
「
詮
を
取
る
」

と
あ
る
ご
と
く
、
原
典
の
史
料
を
忠
実
に
記
録
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
。

　
最
後
に
、
こ
の
文
書
の
課
題
を
二
つ
指
摘
し
て
論
を
終
え
る
。
第
一
は
、
法
然
門
下
の
関
東
武
士
で
は
、
同
じ
武
蔵
国
に
い
た
尊
願

（
津
戸
為
守
）
の
神
祇
信
仰
な
ど
が
有
名
で
あ
る
が
、
蓮
生
も
現
世
に
お
け
る
氏
神
の
加
護
を
信
じ
て
い
た
。
中
世
武
士
団
が
「
氏
神
」

を
中
心
と
し
た
地
域
血
族
集
団
で
あ
り
、
彼
ら
の
現
世
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
行
動
の
源
泉
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
勇
猛

な
念
仏
者
蓮
生
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
第
二
に
、
末
尾
の
「
蓮
生
（
花
押
）」
で
あ
る
。
蓮
生
自
署
と
花
押
は
、「
譲
状
」（
建

久
二
年
「
熊
谷
正
雄
氏
所
蔵
文
書
」）
に
も
見
ら
れ
る
。
詳
細
な
検
討
は
割
愛
す
る
が
、
私
見
で
は
蓮
生
関
係
の
現
存
史
料
と
し
て
こ
れ
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が
最
も
自
然
な
自
署
と
花
押
と
思
え
る
。
そ
の
意
味
で
、
熊
谷
直
実
（
蓮
生
）
研
究
の
最
も
貴
重
な
史
料
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

＊
小
論
執
筆
に
お
い
て
、
史
料
調
査
・
撮
影
等
は
清
凉
寺
住
職
鵜
飼
光
昌
師
に
ご
許
可
い
た
だ
い
た
。
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
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